私 は 北宗に 入り、 鈴 木 松 年 先生に 教わった ので あり 

ま ^9 

最初 は 一 枝 ものと 言って、 椿 や 梅 や 木蓮な どの 花 を 

描いた、 八つ 折の 唐紙 二十 五 枚 綴りのお 手本 を 渡され 

ると、 それ を 手本と して 描いた 絵 を、 それぞれの 先生 

の 許へ 差し出します。 それ を 先生に 直して いただいて、 

さらにもう 一 度 清書し、 一 一十 五 枚 全部 試験に 通ります 

と、 六 級から 五 級に 進む のです。 

五 級になる と 一 枝 ものよりも 少しむ つかしい もの を 

描かされます。 



ましたので、 純正 美術 派の 先生た ち は、 

「からつ 屋ゃ 細工 屋の 職人 を、 我が 校で 養成す る 必要 

はない」 

と、 大変な 反対意見 を 出され、 そのために 学校 当局と 

一 J た ごた が 起き、 絵の 先生 は 大半 連 抉 辞職 さ れて しま 

いました。 

松 年 先生 も、 そのと き 反対派で あつたので 学校 を 辞 

めら れ ましたので、 私 も 松 年 先生に ついて 学校 を やめ、 

それから 松 年 塾へ 塾生と して 通う ことにしました。 

私 は、 それで 一枝 もの や 鳥 や 虫 を かかなくても よい 

ので、 それ 以後 は 大いに 人物画に 精進す る ことが 出来 
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